
図1 (a)高周波交流電気探査装置の測定の様子。
(b)計測結果。

図2 (a) 核磁気共鳴スキャナーを用いたコンクリート床
中の水分計測の様子。(b)センサーユニット（裏返し）。

物理探査を用いたインフラ調査技術

埋設老朽水道管の交換優先度調査を目的とし、埋設水道管周囲土壌の腐食性調査のために、舗装路面上
から調査可能な牽引型高周波交流電気探査システムを開発した。それにより、従来『点』に限定されてい
たこの種の調査を、『線的・面的』へと拡張し、さらには路面下空洞、河川堤防などの調査への適用可能
性が増大した。これに加え、含水率の原位置非破壊センシング用片側開放型プロトン核磁気共鳴装置の開
発のセンサーユニットを改良し、トンネル壁面内部の含水率を非破壊で検査可能な調査手法の開発を行っ
ている。今後、土木材料や工業材料のメンテナンスへ適用可能な装置とすることを目標とする。

簡便に多点1次元探査を行うことが可能な、従来
型高周波交流電気探査システムを発展させ、UGVに
より牽引できる牽引型マルチチャンネル探査システ
ムを開発した。牽引しながら連続的な計測ができる
と、本システムの有用性が更に増すと考え、牽引に
よる連続測定と各測定点で一時停止し計測する方式
の比較実験を行った。その結果、一時停止方式では
取得データの再現性が良好であったのに対し、移動
方式では不十分であった。その原因は、UGVの挙動
の不安定さおよび電極位置の把握精度不足にあるこ
とが確認できた。今後，RTK-GPSや電極位置の
マーカー計測など、産総研内の別部署との協力によ
る精度の向上を目指したい。
さらに、NMR計測システムの心臓部分であるセ

ンサーユニットを構成する磁気回路と高周波コイル
の最適設計のため、静磁場・高周波磁場のシミュ
レーションを行った。その結果に基づき、希土類磁
気回路と高周波コイルを製作した。そのセンサーユ
ニットを計測システムに組み込み、テスト試料を用
いたプロトン信号計測に成功した。

● 地中構造物の維持管理のための非破壊地中可視化技術の開発
● 舗装路面上からの腐食性土壌調査による水道管の更新優先度決定法の開発
● コンクリート中の水分計測用核磁気共鳴（NMR）スキャナーの開発
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